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平舘高生の手ほどきを受けながら染色を体験する児童たち

さまざまな模様が浮かび、きれいな紫色のハンカチが完成

市敬老会で贈られる220個の紫薫枕
が平舘高家庭クラブから市関係者
へ渡されました（８月２８日、平舘高）

創業５０周年を迎えた㈱高建工業から
子育て支援のため寄付金１００万円が
贈呈されました（8月３1日、市役所）

田山小４年生の児童９人はリンド
ウの収穫、機械を使った選別作業を
体験（8月29日、安代りんどう学習）

口元をハンカチで押さえながら一斉に避難する児童たち

地域一丸で災害に備える
市防災訓練

　市防災訓練は９月２日、豪雨による洪水や土石流、
大規模な建物火災の発生を想定し、大更小学校とそ
の周辺を会場に行われました。
　同校の児童や市消防団など１４機関約９００人の参加者
は、避難所開設および運営訓練、各種体験訓練など
を通して防災意識を高めました。
　煙体験を終えた中村妃

ひ ま り

茉利さん（同校２年）は「出
口しか見えなくて火事の怖さが分かった」と安堵の
表情を浮かべていました。

紫根染体験で児童と交流
平舘高家庭クラブの出前授業

　平舘高家庭クラブに所属する１～３年生の13人は
９月21日、同クラブが研究や継承に取り組む紫

し こ ん ぞ め

根染
の出前授業を平舘小学校で行い、６年生の児童22人
に地元の伝統文化を伝えました。
　授業では、同クラブの生徒が輪ゴムやビー玉、割
り箸などを使って絞り模様を入れる技法を児童に手
ほどきし、鮮やかな紫色の模様に染め上げました。
　児童が染め上げたハンカチは、１０月27日の平舘高文
化祭「紫

し く ん さ い

薫祭」で展示された後、児童に贈られます。
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小学生を対象としたミニロボット
プログラミング操作体験（９月1５
日、大更コミュニティセンター）

言葉より迎える心が大事
第２回インバウンドおもてなしセミナー

　㈱八幡平DMOは８月30日、西根地区市民センター
で、外国人観光客の受け入れを学ぶセミナーを開き、
観光業などに携わる約50人が参加しました。
　講師は、東京都谷中「澤の屋旅館」館主の澤功

いさお
氏。

異文化に戸惑い、学びながら、37年間で92カ国、延べ
18万9000人の外国人観光客をおもてなししてきた取
り組みや「迎える心」の大切さを参加者へ伝えました。
　DMOでは10月24日㈬、11月21日㈬に外国人対応や
接客を学ぶセミナーを開催する予定です。おもてなしの心で迎えることの大切さを伝える澤さん

魅力伝える秀逸ポスター
さすらい合宿（フリーランスによる合宿）

　東京圏などで活躍するフリーランスが、本市の魅力
を伝える観光用ポスターの作成に取り組む「さすらい
合宿」が、９月14日から２泊３日で行われました。
　デザイナーやライターなどの８人が２人１組の
チームを結成。初日は焼走り熔岩流や松川渓谷などの
市内見学でイメージを膨らませ、２日目は終日作業に
打ち込みました。最終日にはコンテストが開かれ、優
秀作品は各種イベントや市内の駅に飾り、市のPRポ
スターとして活用します。 優秀作品をバックに参加者と関係者で「八（ハチ）」ポーズ

「ダイナマイト」と一斉唱和でフィナーレを飾りました

ダイナマイト有終の美
IWATEハチマンタイダイナマイト THE FINAL

　全国のご当地ヒーローが集まるイベント「IWATE
ハチマンタイダイナマイト」は９月16日、さくら公園
で開かれ、10年間の歴史に幕を下ろしました。
　市のローカルヒーロー「岩

が ん じ ゅ ご し ん

鷲護神ハチマンタイ
ラー」を筆頭に、県内外からヒーローやゆるキャラが
参加。イベント終了を惜しむたくさんの家族連れが
集まり、ステージに熱い視線と声援を送りました。
　イベントは終わりますが、これからも市の平和を
ハチマンタイラーは守り続けます。

高速インターネット環境サービス
エリア拡大をＮＴＴへ要望しまし
た（９月５日、市役所）

約300人の選手が松尾総合運動公園
で熱戦を展開（９月６日、第１１回り
んどう杯グラウンド・ゴルフ大会）

９月10日で100歳を迎えられた
斉藤キヱさん＝畑1区＝これから
もお元気で（27日、あしろ苑）

市内高齢者の長寿祝う
市敬老会

　市敬老会は９月３日から９日まで、市内10地区で
開催され、市内在住の７５歳以上の5,892人中1,823人
が出席し、長寿を祝いました。
　市は77歳の386人へ記念品を、平舘高家庭クラ
ブは、卒寿を迎えられる89歳の220人へ手作りの
紫
しくんまくら

薫枕を贈呈。紫薫枕を受け取った出席者は、うれ
しそうに感触を確かめていました。
　祝宴では、地域の子どもや有志らが歌や踊りなど
を披露し、出席者たちは笑顔で応えていました。 紫薫枕を贈られる89歳の出席者（田山地区）

地域祭りで伝統を継承
第32回曲田地区祭典

　曲田地区祭典は９月23日、曲田自治公民館周辺で
開かれ、市指定無形民俗文化財「曲田先祓

はら

い」を披露
し、地域の安全や五穀豊穣を祈りました。
　踊り手を務めた安代中２年の齋藤愛

え み

美さんは「自
分より年下の子たちの面倒を見ながらの練習は大変
だったけど、地域の人たちに見てもらえてうれしい。
来年も頑張りたい」と声を弾ませました。
　公民館では住民らが、手作りのごちそうを囲みなが
ら親睦を深め、伝統の保存、継承を誓い合いました。

９月20日で100歳を迎えられた
澤口スヱさん＝わし森＝これから
もお元気で（20日、ホスピー滝沢）

100年先も幸せなまちへ
平舘青商会と市長とのフリートーク

　平舘青商会は８月29日「今日生まれた子が100年幸
せなまちづくり」をテーマに作成したプロジェクト
案を基に「市長とのフリートーク」を開催しました。
　ＪＡ新いわて西根北支所移転後の跡地に複合的な
道の駅の設置などの構想を挙げ、自分たちが何をす
べきか田村正彦市長に助言を求めるなど、前向きに
意見交換を行いました。工藤哲雄会長は「いただいた
アドバイスを基に、地域振興協議会や地域の皆さん
と進めていきたい」と期待を膨らませました。田村市長のアドバイスを真剣に受け止める参加者

住民らに見守られながら勇壮な舞いを奉納（正
せ い か ん ぜ お ん

観世音神社）

23 22No.280 ◎2018．10.11


	280_21
	280_22_23

